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巻頭の辞 

2004年発足の岡山野生生物調査会は、今年で 18

年目を迎えた。活動母体の中学高校環境研究会から

数えると 25年目となった。大学との協力で始まっ

た旭川源流大学実行委員会は今年で 12年目を迎え

た。人生で例えれば、何れも青春時代にあたる。発

足当時からの会員は年老いたが自然への感性は増す

ばかりだ。「自然観察に喜びを見つけた者は少年の

心を忘れない」と誰かが言っていたように思うが。

年を経た今だからよく分かる。 

 

 厳しい寒さの緩むこのごろの空気の気配を感じれ

ば、「Spring Ephemeral」（春の妖精）と優雅に呼ば

れる早春の草花たちが待ち遠しい。セツブンソウ、

アテツマンサク、ユキワリイチゲ、イチリンソウ、

ミヤマカタバミ、そして、カタクリ、ユキワリソ

ウ・・・。 

 

 

 

 

 

 

 

 

渓流の生き物たちを追ってきた私にとって、この

季節は水の中も忙しくなる。オオサンショウウオは

雄が守る直径がピンポン玉くらいで 300個も繋がっ

た卵塊から黒い小さな子どもたちが一斉に流れに出

てくる。その卵塊流出事件があった程たくさん生息

する白賀渓谷で、その山頂部と山裾を馬蹄形に取り

囲むように計画された大型風力発電施設が問題にな

っている。ヤマメ釣りでも有名で滝の多い四季の美

しい渓谷として知られ、地元の方々の長年のお世話

によって休憩小屋や遊歩道も整備され守られてき

た。地元の方々にはずっと先の未来の子どもたちの

ためにも貴重な自然を伝えて欲しい。応援したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ところで、昨年は驚きの連続でもあった。4月に

は初勤務の高校理科室で二ホンカワウソ（いま鑑定

中）の立派な剥製に出会い、調べると県内唯一との

こと。9月には水島港に船と接触したニタリクジラ

（珍種のクジラ）が見つかり、多くの方々の協力で

標本展示を準備中とのこと。都市部でも奇跡のよう

な出会いがある。sense of wonderの感性をいつも

持ち続けたいものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（文責 吉鷹一郎） 

自然に感動する心を再発見しよう！ 

天満のユキワリイチゲ 

A高のカワウソ 

水島港のクジラ（水島海上保安部提供） 

） 



ハルノマルツツトビケラについての観察報告① 

冬の寒さが和らぎ春の兆しが見え始めたころ、岡山の旭川

に沿った右岸や左岸を流れる用水路上や、市内の中心部の多

くの人が行き交う緑道公園では、葉の上に“ハルノマルツツ

トビケラ”という 6～7 mmほどの小さな昆虫

（Dolichocentrus sakura (Nozaki 2017)1) 2) 、岡山県版レッ

ドデータブック 2020で「絶滅危惧Ⅰ類」に登録されている

3））が飛び始める。この種は確実な生息が確認されているの

は岡山県のみで、身近で貴重な生き物である。 

岡山平野に注ぐ旭川に沿って流れる用水沿いに、ハルノマ

ルツツトビケラの個体数の変化を調査した。西川緑道公園の

水温を測っている旧出石橋を境とし、西川北、西川南と分け

た。 

図 1に示すように、暖かくなった 2月 22日，23日ごろか

ら西川緑道公園に出現し始めた。北側から、西川北、西川南

と多く出現した。岡大病院東の用水では、3月 10～19日

が、たくさんの個体が左岸のコンクリート面や樹木に多く群

がっていた。また、樹木によって「多い」「少ない」は感じ

なかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（文責 岩城孝志） 

ハルノマルツツトビケラについての観察報告② 

岡山大学病院東の枝川用水（34°38'55.3"N 

133°55'15.2"E）にて、ハルノマルツツトビケラ

Dolichocentrus sakura (Nozaki 2017)1) 2)の照度[lx]と成虫の飛

翔個体数の関係を調べた（吉鷹未発表）。 

2021年 3月 15日、および 17日の、いずれも 6:00～

11:00まで、約 10分おきに照度と用水左岸での成虫飛翔個

体数を目視で数えた。平均気温は、気象庁ホームページの過

去の気象データ検索から、6:00～11:00の 1時間ごとの値を

平均して用いた 4)。 

 いずれの日も 2,500～3,000 lxで飛翔が見られ始め、約

10,000 lxで大きく飛翔個体数が増加した。また、平均気温

が高い 3月 17日の方が、総個体数が多かった（図 2）。 

わずか 2日だけのデータであるが、照度が成虫の飛翔の引

き金として、また、気温が総個体数について影響を与えてい

ることが示唆された。今後、くり返し調査を行い、検証を行

いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（文責 宮内伸弥） 

【参考文献】 

1) Nozaki Takao,2017,Discovery in Japan of the second 

species of the genus Dolichocentrus Martynov 

(Trichoptera:Brachycentridae). Zootaxa,4227(4):554-562. 

2) 谷田一三・野崎隆夫・伊藤富子・服部壽夫・久原直利, 

2018, トビケラ目, 川合禎次・谷田一三(編), 日本産水生昆

虫 科・属・種への検索 第 2版, 449-687, 東海大学出版部, 

平塚. 

3) 吉鷹一郎, 岡山県版レッドデータブック 2020絶滅のおそ

れのある野生生物, 動物編 6昆虫類:268頁, 2020年 3月発

行, 編集/岡山県野生動植物調査検討会, 発行/岡山県環境文化

部自然環境課. 

4) 気象庁｜過去の気象データ検索 

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/ 

 

★訃報連絡 2021年 1月～2022年 1月  

会員がお世話になった方々です。 

西村登さん（兵庫陸水生物研究会） 

図 1 ハルノマルツツトビケラの成虫個体数 

図 2 ハルノマルツツトビケラの成虫個体数 



 

総会行事 

日時：1月 31日（日）          参加者：25名 

場所：操山公園里山センター 

主催：岡山野生生物調査会、旭川源流大学実行委員会  

概要：今年の活動方針につい

て話し合われた。倉敷自然史

博物館 奥島 雄一 先生から

岡山の昆虫と博物館につい

て講演が行われた。 

 

 

早春の観察会① 

日時：2月 6日（土）           参加者：5名 

場所：建部大田、御津九谷・天満、粟井 

主催：岡山野生生物調査会 

概要：セツブンソウ（大田、

九谷・天満）、ヤマアカガエル

卵塊（粟井）の観察を行った。 

 

 

「地域が地域を物語る」第 3 回勉強会 

日時：2月 14日（日）          参加者：20名 

場所：粟井、福祉交流プラザ大井 

主催：里山活性化研究会 

概要：「杣（そま）のみち」に

おいて、粟井の山中にある郷

の池や周辺の動植物につい

ての勉強会に参加した。 

 

 

ハルノマルツツトビケラ観察会（中流） 

日時：3月 6日（土）           参加者：8名 

場所：枝川、宇甘川、田地子川、めだかの学校 

主催：岡山野生生物調査会 

概要：ハルノマルツツトビケ

ラの分布調査を目的として、

観察会が行われた。 

 

 

 

早春の観察会② 

日時：3月 21日（日）           参加者：9名 

場所：御津天満、宇甘川、月田川、小市谷 

主催：岡山野生生物調査会 

概要：カタクリ、イワツバメ

の観察を行ったのち、月田川

支流の小市谷にて水生昆虫

調査を行った。オオサンショ

ウウオと思われる幼生個体

が確認された。 

 

ハルノマルツツトビケラ観察会（上流） 

日時：3月 25日（木）           参加者：8名 

場所：めだかの学校、白賀渓谷、野土路川 

主催：岡山野生生物調査会 

概要：ハルノマルツツトビケ

ラの分布調査、および旭川源

流域の水生昆虫調査を行っ

た。 

 

旭川源流大学 in 小田川 

日時：4月 25日（日）          参加者：10名 

場所：龍頭の滝、天神峡、宇内ホタル公園、川辺橋下 

主催：旭川源流大学実行委員会 

概要：龍頭の滝では、滝とそ

の周辺の動植物の観察を行

った。また、小田川、星田川、

高梁川において、水生昆虫の

調査を行った。 

 

大野川たけのこ掘り＆野鳥観察と竹林整備 

日時：4月 29日（木）           参加者：20名 

場所：御津大野 

主催：御津の「緑」と「清流」を守る会、大野川いい川づくり、

おかやま環境ネットワーク 

概要：たけのこ掘りを通して

竹林整備を行い、後半は周辺

を散策し、野鳥や動植物の観

察が行われた。 

 

2021年岡山野生生物調査会・旭川源流大学実行委員会活動報告 写真資料 



高島干潟調査 

日時：5月 1日（土）、他       参加者：延べ 40名 

場所：高島 

主催：岡山理科大学、岡山野生生物調査会 

概要：岡山理科大学理学部基

礎理学科 齋藤達昭先生の研

究室の調査に同行し、高島干

潟の現状調査を行った。 

 

 

旭川源流大学 in 吉野川 

日時：5月 2日（日）           参加者：9名 

場所：後山（行者川）、ダルガ峰林道、若杉天然林 

主催：旭川源流大学実行委員会 

概要：吉野川水系の行者川で

水生昆虫の調査を行った。ダ

ルガ峰林道、若杉天然林で植

物等の観察を行った。 

 

 

身近な水環境の一斉調査 

日時：7月 3日（土）、他 

場所：旭川流域各地 

主催：旭川流域ネットワーク 

概要：全国水環境マップ実行

委員会が行う水質調査で、旭

川流域ネットワーク（AR-

NET）に協力し、採水やパッ

クテストの支援を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大野川いきもの調査会 

日時：10月 16日（土）          参加者：20名 

場所：大野川 

主催：御津の「緑」と「清流」を守る会、大野川いい川づくり、

おかやま環境ネットワーク 

概要：大野川に生息する魚や

水生生物の調査に参加した。 

 

 

 

第 14 回旭川かいぼり調査 in 竹枝 

日時：11月 7日（日）          参加者：100名 

場所：竹枝小学校前の河原 

主催：旭川かいぼり調査実行委員会など 

概要：川をせき止め水が少な

くなった河原で、アカザやカ

ジカなどの調査を行うとと

もに、水生昆虫の調査と解説

を行った。 

 

旭川水生昆虫調査（源流域） 

日時：12月 4日（土）           参加者：6名 

場所：新庄川、戸嶋川、龍宮岩 

主催：岡山野生生物調査会 

概要：ここ数年、本会で観察

できていないシノビアミメ

カワゲラの発見を目標に、新

庄川を中心に調査を行った。

今回も未確認であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022年の行事案内 ☆参加ご希望は事務局に事前連絡を ☆参加費 500円 

・2月 12日(土) 早春の観察会①：セツブンソウ、アテツマンサクなど 9:00～15:00 集合：9:00津山線金川駅前（中止） 

 ※観察は各自で継続して行われております。2月 19日（土）、20日（日）に御津で確認されました。 

・2 月 20 日(日) 2022 総会行事 zoom 利用でオンライン開催、記念講演は『岡山の動物たち〜寄りクジラ・ニホンカワウ

ソ・ヌートリア・オオサンショウウオ』小林秀司教授、学生発表 4講演、参加者約 20名 

・3月 ハルノマルツツトビケラ観察会 ・3月 早春の観察会②：カタクリ、イチリンソウなど 

・4月～5月 高島干潟、源流域の水生昆虫 ・9月 オオシロカゲロウ ・11月 ヤマトビイロトビケラ 

コロナの影響により予定が立てにくい状況が続いております。他にも公民館などで巡回パネル写真展示などの企画を行

うことがあります。事前に告知いたしますので、ホームページをご覧ください。また、季節の生き物情報はいつでもご連

絡ください。観察会の要望がありましたら、事務局にご連絡をお願いします。随時、検討いたします。 

＜事務局連絡先＞ Tel：090-1186-9358、Mail：ephoronshigae@yahoo.co.jp (吉鷹一郎) 

HP：https://okaseibututyousa.wixsite.com/okayaseiseibutu 



月 日 曜日 内容等（旭川源流大学実行委員会　岡山野生生物調査会　等） 場　所
１月 ３１日 （日） 岡山野生調・旭川源流大学等総会行事.奥島氏講演 操山里山センター
１月 1７日 （日） 「地域が地域を物語る」第２回勉強会 交流プラザ大井
２月 ６日 （土） 早春の観察会①　　天満・粟井 御津天満など
２月 ７日 （日） ハルノマルツツトビケラ観察会（2/20,/21,/23/28） 岡大医学部東用水
２月 1４日 （日） 「地域が地域を物語る」第３回勉強会 交流プラザ大井
３月 ６日 （土） ハルノマルツツトビケラ観察会（中流域） 箕地橋,田地子,竹枝

３月 ７日 （日） 同定会 理科大C2F4
３月 １９日 （金） 事務局会 ジョイフル東川原店

３月 ２１日 （日） 早春の観察会②　　天満・月田川 御津、月田
３月 ２５日 （木） ハルノマルツツトビケラ観察会（上流域） 旭川流域
３月 ３０日 （火） 地元説明会 新庄村
４月 ４日 （日） 白賀・津黒・蒜山・新庄等源流域の観察会 旭川上流域
４月 １０日 （土） 小田川源流域の調査（下見） 油木・神石高原等
４月 １７日 （土） ホタル団体交流会 オルガ５F
４月 １８日 （日） 同定会 理科大C2F4
４月 ２５日 （日） 旭川源流大学in小田川 小田川方面
４月 ２９日 （木） 大野川たけのこ掘り＆野鳥観察と竹林整備 御津大野
４月 ３０日 （金） 笹岡小学校（赤磐市）打ち合わせ会 赤磐市笹岡小学校
５月 １日 （土） 高島干潟調査 児島・４幡港
５月 ２日 （日） 旭川源流大学in吉野川 吉野川方面
５月 ７日 （金） 笹岡小学校（赤磐市）水辺の生き物調査会 赤磐市惣分川
５月 １５日 （土） 2021助成活動報告会他 オルガ５F
５月 ２２日 （土） 笹岡小学校（赤磐市）ホタル観察（～6月1日,15日間） 赤磐市笹岡小学校
５月 ２５日 （火） 大野ホタル観察（～6月27日,27日間） 御津大野大野川
７月 ３日 （土） 百間川水質調査 里山センター
７月 ４日 （日） 旭川水質調査 旭川流域
７月 ４日 （日） 新庄村ホタル観察下見 新庄村
７月 ５日 （月） 旭川源流大学打ち合わせ会 ジョイフル
７月 １１日 （日） 旭川水質調査 旭川下流域
７月 １５日 （木） 宇野小百間川の学習 千屋大井野君山
７月 １６日 （土） 新庄村ホタル観察会 新庄村
７月 ２８日 （日） 「みんなでつくる自然史博物館・香川」視察 香川・まんのう町
７月 ３０日 （金） 新庄村ホタル観察会 新庄村
８月 １１日 （日） 「森・川・海」展示 里山センター
８月 ２１日 （土） 大野川遊び 御津大野
８月 ２６日 （木） 奥迫川（由加）ヘイケボタル観察 倉敷由加奥迫川
８月 ２０日 （火） 自然環境部会準備会（仮称・TV会議） オルガ５F
同 タカの渡り等観察地下見 鼓田・高田石妻

８月 ２５日 （日） オオシロカゲロウ羽化生態調査・観察開始 旭川・岡南大橋
９月 ２３日 （木） クマタカの渡り観察 美作・三保高原

１０月 ９日 （土） ホタル団体交流会 オルガ５F
同 自然環境部会準備会（仮称） 同

１０月 １６日 （土） 大野川生き物調査 御津大野
１０月 １７日 （日） 「里山の観察会」 赤磐市是里
１０月 ２７日 （日） ヤマトビイロトビケラの調査（11/23観察会 ～12/08） 牟佐大久保他
１１月 ６日 （土） 自然環境部会準備会（仮称） オルガ５F
１１月 ７日 （日） 第１４回旭川かいぼり調査 in竹枝 旭川竹枝
１１月 ２８日 （日） 自然環境部会準備会（仮称） オルガ５F

同 第６回赤磐市野生動植物調査会水辺教室 赤磐市可真川
１２月 ４日 （土） 第１回北房ホタル学 北房文化センター

同 旭川源流部の調査 新庄村
１２月 １８日 （土） 自然環境部会準備会（仮称） オルガ５F

同 『旭川の生き物展』動物展示（～26日） めだかの学校
１月 ８日 （土） 自然環境部会準備会（仮称） オルガ６F
１月 １５日 （土） ホタル団体交流会 オルガ５F
２月 ２０日 （日） 岡山野生生物調査会・旭川源流大学等総会行事、特別講演会 オンライン

２０２１年度活動の記録



決算額 予算額

190,000 200,000

0 50,000

27,156 150,000

20,000

1,000

233,075

471,231 400,000

費用の項目 決算額 予算額

①器具備品費 84,292 60,000

②物品・資材購入費 49,525 30,000

③借料 40,000 40,000

④印刷費 57,690 50,000

⑤通信交通費 165,639 0

⑥謝金 10,000 10,000

⑦その他 64,085

471,231 190,000

281,231

事務局行動費・派遣費・他団体会費等

合計

超過額は自己資金分

支出明細＊おかやま環境ネットワーク助成・協働事業負担の明細のみを記入してください

自己資金（講師料計）
自己資金（雑収入計）

自己資金（その他の収入計）

合計

2021年会計報告　岡山野生生物調査会・旭川源流大学実行委員会合同

収入

おかやま環境ネットワーク助成・協働事業負担（＊１）

他機関の助成

自己資金（総会の寄付金計）



旭川の生き物ガイド 

旭川の生き物ガイド①水生昆虫・干潟の生物（A4

天閉じ 48ページ）が製本されて来ます。希望され

る方は、ホームページからダウンロードできるよう

準備します。 

 

鏡野町富地区の風力発電事業について 

旭川源流大学実行委員会として、（株）ジャパ

ン・リニューアブル・エナジーの鏡野町富地区の風

力発電事業についての環境配慮書に対する意見書を

日本生態学会と連名で、2022年 1月 18日付で県知

事・環境評価委員会・事業者に送付しました。 

 

2022 年の方針 

１，自然観察で季節の生き物と出会う～感動を子ど

もたちに伝えたい くらしを守る 

２，地域自然史研究の仲間づくりを～協力して過去

から未来までを見つめ続ける 

３，デジタルアーカイブで創ろう「みんなの博物

館」～市民の手でくらしの基盤を科学する 

 

特別決議 

１，富地区の風力発電計画への地元のみなさんに協

力する 

２、百間川一の荒手、二の荒手付近の生き物保全を

注視し協力していく 

３，高島干潟の生き物の変化を注視していく 

４，足守メガソーラー発電施設の地元のみなさんの

活動に協力していく 

５，池田動物園の将来に協力していく 

６，2018年 7月 6日西日本豪雨災害の被害とその

原因を注視し被害者に協力していく 

７，大型産廃処分場の建設が進む大野川を注視し地

元住民に協力していく 

８，国は 2030年ゼロカーボン方針に向けた持続可

能な自然エネルギー開発を進めている。これに伴う

生態系の破壊が起こらぬように注視していく。 

規定規約の改定 

特になし 

 

入会のご案内 

★年会費はなく皆さんの任意の寄付金制で、活動が

支えられています。 

 

年間 3,000円を目安に任意の額で振り込みをお願い

いたします。また、総会の会員資格及び議事参加資

格は総会までの会費を納めていることです。 

 

郵便局ゆうちょ銀行からの振り込み 

金融コード９９００ 

記号１５４１０ 番号３０６３２０２１ 

 

ゆうちょ銀行以外の銀行・信金などからの振り込み 

（店名）五四八 （店番）５４８ 

（預金種目）普通預金 

（口座番号）３０６３２０２ 

 

編集後記 

今年も、なんとか「かざぐるま」の発行にこぎつけ

ました。コロナ禍により活動が制限され対応に追わ

れているうちに、岡山では各地で新たな懸念が生じ、

自体の把握もままならないまま日々が過ぎています。

そのような時でも、自然に飛び出していく会員の皆

様の行動力にはいつもパワーをいただいています。

可能なときに、可能なことを、全力で行っていきたい

と思います。 

（文責 宮内伸弥） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


